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「外で食べる給食は‾段とおいしいネ」　諜謹校「サンル＿ム」にて

＊　6　月　の　税　金　＊

町　県　民　税（第1期）　納期限6月25日（土）まで

こ　の　社　会　　あ∴な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る
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参議院議員通常選挙
投票日　6月26日（日）

蓑
わ
り
ま
し
忙

参
議
院
の
選
挙
制
度

茶
壷
襲
毅
票
漂

旧

⑤
選
挙
区
選
挙

個
人
に
投
票
し
ま
す

（
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
制
度
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

旧
何
周
＞

比
例
代
表
選
挙

政
党
に
投
票
し
ま
す

へ
名
称
も
制
度
の
内
容
も
変
わ
り
ま
し
た
。
）

①
投
票
は
政
党
名
で
。
個
人
名
を
書
く
と
無
効
で
す
。

○
投
票
用
紙
に
は
政
党
の
名
称
、
ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。

○
候
補
者
個
人
名
を
記
入
す
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

②
政
党
の
選
択
は
、
候
補
者
名
簿
や
政
策
を
よ
く
見
て
。

○
立
候
補
は
政
党
（
政
治
団
体
）
が
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
て
行
い
ま
す
。
個

人
に
よ
る
立
候
補
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
有
権
者
は
候
補
者
名
簿
や
各
政
党
の
敬
謙
を
よ
く
み
て
選
ぶ
政
党
を
決
め
ま

す。

③
選
挙
運
動
は
政
党
が
。
候
補
者
個
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
選
挙
運
動
や
選
挙
期
間
中
の
政
治
活
動
は
、
す
べ
て
政
党
が
行
い
ま
す
。

④
当
選
者
は
、
各
政
党
の
得
票
数
に
比
例
し
て
決
ま
り
ま
す
。

○
当
選
人
徴
は
、
各
政
党
の
得
票
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

○
当
選
人
は
、
各
政
党
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
順
位
に
よ
り
、
上
位
か

ら
順
に
決
ま
り
ま
す
。

投
票
日
に
、
仕
事
な
ど
の
　
「
や
む
を

得
を
い
春
信
」
　
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制
皮
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
当
日
、
自
ら
投
票
所
に
行
け

な
い
　
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と
は
、

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

◎
遜
輩
人
（
有
権
者
）
が
、
自
分
の
投

票
区
域
外
で
職
務
に
従
蒋
中
で
あ
る

場
合
（
出
張
な
ど
）

◎
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

事
故
の
た
め
、
自
分
の
投
票
区
域
外

に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合

新
婚
旅
行
を
ど
）

◎
病
気
や
出
産
な
ど
で
披
票
当
日
入
院

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◎
交
通
の
億
が
著
し
く
恐
い
場
所
に
住

ん
で
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
職
務
に

従
事
中
の
場
合
（
艦
島
な
ど
）

こ
れ
ら
の
人
は
、
告
示
の
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
不
在
吉
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
、
遠
賀
町
役
場
内
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
指
定
さ

れ
た
病
院
で
で
き
ま
す
。

受
付
は
、
毎
日
8
時
5
0
分
か
ら
1
7
時

ま
で
で
す
。
（
土
・
日
曜
日
も
で
き
ま

す）
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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梅雨がやってきました　－

水害に対する備えを
∴一∴∴一∴ 輩 � � 

）真二、／、 整懇繋饗整逮i 　認鶉 � �墜畿 

「「∴ミ÷∴ ��＼議 ∴千 二・き、＼＼4、 霞憂＼ 翳澄 

‾義＼、幾 � 

；喜一上之 �サ　イ　レ　ン　信　号 �説　　　明 

第1億号 � � 〇一休止　　　〇一休止 �知らせる抱合 

第2億号 �0－休止　　　〇一休止 � 

第3億号 � � 
0－休止　　　〇一休止 �き郭を知らせるもの 

第4億号 � �を知らせるもの 
0－休止　　　0－休止 

芙 蓉 �中 央 広 波 �広瀬 道広 言∴波 �若 葉 上ヽ 霊 園 �松 ノ 本 �木 守 木 守 �旧 停 �東 町 東 町 �新 町 �遠 賀 川 遼 賀 川 �老 良 �東 和 苑 浅 木 �浅 木 �西 町 西 町 �上 別 府 �虫 生 活 史 生 活 �今 古 賀 �別府 千別 代 丸府 千別 篤府 �尼 崎 �鬼 津 鬼 津 �若 松 �島 津 島 津 ′ヽ �区 分 

芙 蓉 公 民 館 ��道広 富源 公公 民民 館館 ��松 ノ 本 公 民 館 ��旧 館 公 民 館 ��遠 賀 川 公 民 館 ��老 良 公 民 館 ��浅 木 公 民 館 ��上 別 府 公 民 館 ��今 古 賀 公 民 館 ��尾 崎 公 民 館 ��若 桜 公 民 館 ��第 1 避 難 �避 雉 場 所 

公 民 館 遠 賀 ��事 務 所 霊 園 ��公 民 館 遠 賀 ��公 民 館 東 町 八 ��公 民 館 遠 賀 ��公 民 館 遠 賀 ��公 民 館 西 町 ′＼ ��公 民 館 虫 生 活 ��賃貸 館館 遠老 蛮人 ��公 民 館 遠 賀 ��Z、 民 館 逓 賀 

芙 蓉 公 民 館 ��遠老 賀人 中憩 学の 校∴家 ��遠 賀 中 学 校 ��老 人 憩 の 素 ��遠 賀 中 学 校 ��遠 賀 高 校 ��遠 賀 高 校 ��遠 賀 高 校 ��遠 賀 中 学 校 ��尾 崎 公 民 館 ��通 貨 中 学 校 ��第 2 遊 離 

中 学 校 ��事 務 i ��高 校 ��Zヽ 民 館 ��中 学 校 ��高 校 ��ム 民 館 ��公 民 館 ��憩 高の 校∴家 ��中 学 校 ��申 子 枝 �� 

＜説明＞　第1避難（彊6分的災害が発生した場合は近くの公共施設等に一時収容する。
第2避難は非常時態が発生し、遠賀川、西Iii堤防治水、決壊等最悪の場合。

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

梅
雨
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
か
け
崩
れ
や

地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
特
に
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な
ど
か
ら

危
険
な
か
け
の
近
く
や
山
林
を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の
影
響
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民
の
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
告
関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
水
防
計
画
を
た
て
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
次
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所
や
、
非
常
事
態
時

の
サ
イ
レ
ン
信
号
は
、
あ
な
た
の
裏
庭
で
も
”
い
ざ
〟
と
い
う
と
き
に
備
え
て

話
し
合
っ
て
お
き
、
あ
わ
て
す
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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島
門
小
学
校
　
ま
す
ぞ
え
　
ゆ
う
こ

広
波
小
学
校
　
た
か
や
ま
　
あ
き
ひ
－
」

浅
木
小
学
校
　
と
よ
え
た
　
か
ず
み

父
の
日
に
感
謝
を

6
月
1
9
日
（
日
）

お
父
さ
ん
あ
り
が
と
う

日
ご
ろ
の
お
父
さ
ん
の
こ
苦
労
を
い
た
わ
り
、
父
の
愛
に

感
動
を
こ
め
て
町
内
の
小
学
校
か
ら
二
名
ず
つ
、
お
父
さ
ん

の
似
顔
絵
を
菖
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

／
綬
　
∵
÷

酵
享

浅
木
小
学
校
　
え
　
ら
　
と
も
は
る

広
渡
小
学
校
　
は
ら
だ
　
め
ぐ
み
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家
庭
内
暴
力
や
校
内
暴
力
、
果
て
は

一
般
の
人
I
C
ま
で
恕
カ
を
振
る
う
1

最
近
、
中
学
生
の
暴
力
行
為
が
社
会
的

に
大
き
な
関
越
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
を
、
こ
う
し
た
暴
力
行
為
に
走

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育
成

に
努
め
ろ
と
と
も
に
、
積
極
的
な
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
豊
か
な
心
を

育
て
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

園の豊かな心を育てる上で大きなプ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
も
な
る
活
動
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ブ
活
勤
や
同
好
会
の
活
動
が

そ
の
典
型
的
な
例
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
郷
土
史
研
究
会
な
ど
の
場
合

は
、
自
然
に
地
域
社
会
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
っ
た

地
域
活
動
へ
の
、
〝
巌
短
距
離
〟
に
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
学
校
で
の
活
動
を
通
し

て
、
予
根
の
地
域
活
勤
へ
の
積
極
的
な

参
加
意
欲
を
脊
て
る
た
め
に
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の

点
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

▽
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
詳
博
し
、

自
分
た
ち
で
実
行
で
き
る
よ
う
に

〝
舞
台
づ
く
り
〟
を
心
掛
け
ま
し
ょ

ーつo

運
動
会
な
ど
学
校
の
体
育
関
係
の
行

導
に
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
進
ん

で
参
加
し
、
先
生
や
児
盤
・
生
後
と
の

交
流
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
親

と
子
供
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
走
る
親
子

リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
親
子
二
人
三
脚
な

ど
手
軽
に
で
き
る
競
技
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
先
生
と
親
と
児
童
・
生
徒
が

一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に
勝
敗
を
競

い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
く
こ
と
に
よ

っ
て
心
が
一
つ
に
溶
け
合
う
　
－
　
そ
れ

は
連
稽
感
を
育
て
、
自
然
な
形
で
話
し

合
い
の
揚
が
で
き
る
な
ど
、
子
俣
た
ち

鷺
絞
露
陸
地
残
務

一
饗
繋
露
議

学
校
教
育
の
中
に
は
、
子
供
の
地
域

活
動
へ
の
参
加
慈
欲
を
わ
き
立
た
せ
た

り
、
あ
る
い
は
子
供
を
地
域
社
会
に
ス

ム
ー
ズ
に
溶
け
込
ま
せ
る
ル
促
進
剤
か

▽
楽
し
い
集
団
生
活
を
送
る
た
め
に
、

規
律
の
電
装
さ
を
漉
誠
さ
せ
ま
し
ょ

・つ○

▽
心
と
心
の
触
れ
合
い
や
感
動
の
場
面

を
体
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
搾
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、

努
力
な
く
し
て
成
功
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

雪
害
窒
茎
蚤
を
蚤
奮
年
輩
繁
雷
宝
達
茶
壷
各
色
年
輩

鴎
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

雷
電
至
芸
善
意
重
電
事
曇
菩
菩
雲
量
貴
意
高
鳴
華
謹

国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば

保

険

料

を

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

国
民
年
金
の
給
付
に
必
要
な
費

用
は

加
入
者
か
ら
の
保
険
料
と
都
立
金
の

利
子
及
び
団
輝
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
〟
当
然
〟
　
か
任
愁
〟

の
加
入
の
別
な
く
、
加
入
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は

免
除
の
手
続
き
を

国
債
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
で
、
生
活
が
揖
し
く
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
閃
難
な
人
や
、

握
海
保
雑
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
は

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
生
活
が
憶
し
い
か
ら
と
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将
来
の
老

齢
年
金
や
、
不
随
の
郵
政
に
よ
る
経
書

年
金
・
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除

を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
、
園
が
一
般
財
源
で
負
担

し
て
保
険
料
を
納
め
た
と
き
の
三
分
の

一
の
年
金
緬
を
昧
陣
し
て
い
ま
す
。
免

除
を
受
け
て
お
れ
ば
、
将
来
の
年
金
を

受
け
る
離
別
が
確
保
さ
れ
ま
す
し
、
あ

と
で
空
清
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
、

十
年
綱
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
当

時
の
保
険
料
で
追
納
す
る
こ
と
が
出
来

ます。保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
ぜ

ひ
保
険
料
の
免
除
制
度
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
免
除
の
手
続
き
は
7
月

末
日
ま
で
に
小
謡
す
れ
ば
、
今
年
の
4

月
分
か
ら
来
年
3
月
分
ま
で
の
一
年
分

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
甲

田
に
役
場
国
体
年
金
係
で
印
鑑
持
参
の

上
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
任
悉
加
入
の
人
に
は
、
こ
の

制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
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馳
∴
㊧
∴
時

日

0

秒

0

講
習
会
を
開
き
ま
す

つ貴風睦
知
識
・
技
術
と
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
ろ
と
共
に
夏
休

み
中
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

い
も
の
に
す
る
。

▽
期
　
日
　
昭
和
躯
年
1
月
3
日
（
日
）

▽
日
　
程
。
9
時
5
0
分
－
1
0
時
　
受
付

。
1
0
時
～
1
6
時
　
請
畿
・
テ

ン
ト
設
営
・
撤
収
・
飯
こ

う
炊
飯
・
レ
ク
‖
ノ
“
－
シ

ョ
ン
等

▽
会
　
場
∴
駅
南
グ
ラ
ン
ド
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
の
福

祉
同
士
を
願
い
勘
業
の
推
進
を
併
談

と
共
に
実
施
い
た
し
て
い
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
佳
良
禰
祉
同
上

に
深
い
こ
理
解
を
い
た
だ
き
「
香
典

返
し
」
と
し
て
本
会
へ
御
芳
志
を
腸

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
御
遺
族
の
御
心

冊
を
お
察
し
申
し
上
げ
、
御
会
務
の

折
に
御
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
次

の
譜
面
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
必
蟄
な
と
き
は
頂
務
局
（
役
場

福
祉
係
）
ま
で
お
い
で
願
い
ま
す
。

な
お
口
約
は
空
欄
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
利
用
顧
い
ま

し
た
場
合
は
、
従
来
の
礼
状
は
略
さ

億
尊
∴
此
度
□
像
持
仏
に
簡
L
a
L
で
は
早
速

寄
越
重
な
る
録
番
場
を
嶋
り
i
し
て
青
年
叶
の
ほ
ど
鱒
に
あ
り
が

た
く
4
〈
青
礼
申
し
上
げ
ま
す

つ
書
、
ま
し
て
は
義
だ
鼻
手
で
は
ご
ざ
い
裏
す
か
選
札
の
録
は
寄
さ

せ
て
い
た
だ
青
，
遠
賀
で
牡
を
柵
祉
鶴
亀
全
に
書
的
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
倉
で
ご
ざ
∴
‥
l
こ
，
の
で
何
年
審
了
を
嶋
り
た
く
お
顔
い
申

し
上
げ
暮
す

¢
仏
な
が
ら
書
中
を
以
っ
て
青
礼
申
し
上
げ
i
す

せ
て
い

た
だ
き

ま
す
の

で
御
了

承
麟
い

ます。

雷
□
↑
□
月
□
e

▽
主
　
催
∴
教
育
委
員
会
・
町
子
供
会

育
成
会
連
合
会

▽
趣
　
旨
　
キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
基
礎

∇
対
象
者

▽
呼
込
期
限

∇
申
込
先

第
一
回
町
民
体
育
大
会
「
水
泳
競
技
」

▽
主
　
催
　
体
育
協
会
　
教
育
委
民
会

▽
主
　
管
　
町
水
泳
連
盟

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
会
　
場

▽
対
象
者

▽
種
　
目

▽
申
込
期
限

▽
申
込
先

地
区
子
供
会
・
育
成
会
関

係
者6

月
徳
目
（
土
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

出
場
者
募
集

昭
和
5
8
年
1
月
1
0
日
（
日
）

9
時
～

遠
賀
中
学
校
プ
ー
ル

町
内
在
住
者

自
由
形
、
平
泳
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
背
泳
で
各
年
齢
別

6
月
2
5
日
（
土
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

交
通
共
済
組
合
の

総
代
を
改
還
し
ま
す

北
九
州
市
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

（
交
通
共
済
組
合
）
　
の
遠
賀
町
総
代
候

補
者
と
し
て
技
沢
悪
書
氏
（
旧
任
）
と

月
山
武
同
氏
（
木
守
）
が
総
代
選
考
委

員
会
か
ら
雅
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
者
に
つ
い
て
典
議
の
あ
る
組
合

員
は
、
6
月
2
9
日
ま
で
に
文
聾
で
管
理

者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
背
理
者
　
役
場
福
祉
課
長

郷
土
文
化
研
究
会

講
演
会
の
お
誘
い

郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
6
月
例
会

と
し
て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時

▽
暢
∴
所

▽
課
∴
幽

▽
離
　
師

▽
会
　
費

昭
和
5
0
年
6
月
1
8
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
か
ら

中
央
公
民
館
会
議
室

「
筑
樹
国
縫
風
土
紀
」
の

遠
賀
郡
に
つ
い
て

水
口
孝
行
氏

無
料

一
日
一
円
で
最
薦
百
万
円
の
見
舞
金
交
通
共
演
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

●○●○●

遠
賀
町
内
囲
碁
大
会

参
加
者
受
付
中

庄
渡
公
民
鍋
田
邦
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
る
、
第
9
回
遠
質
町
内

囲
持
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
8
　
時
　
昭
和
5
0
年
7
月
3

日
（
口
）

8
時
開
会

▽
場
　
所
　
肱
波
公
民
館
大
ホ

▽
参
加
遠
軽
　
町
内
在
俳
、
祐

勘
考

初
級
者
も
大
歓
迎

▽
会
∴
鷺
　
千
五
百
円

（
巾
食
代
含
）

▽
申
込
期
限
　
1
月
1
日
ま
で

に
住
所
氏
名
・
偶

語
番
号
・
自
称
段

級
位
を
申
込
先
ま

で

▽
巾
込
先

広
波
　
戒
広
　
新

㊨
（
2
9
3
）
2

0
0
9
．
4

役
場
企
剛
課

鉱
水
敏
行
　
蘭
（

2
9
3
）
　
1
2
3

な
お
、
中
食
等
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
み
と
同
時

入
金
を
お
酬
い
し
ま
す
。

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
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好天に恵まれた雑器日レかタ

－遠賀町遠賀川漕艇場－

5月21日・22日の両日、遠賀町遠賀Iil柵艇場1000m

コースで第30回九州朝日レガッタ（遠賀町後援）が開

かれました。

r
′
、
．
．
・
、
′
、
．
′
－
．
・
・
・
I
I
．
．
．
（
，
・
・
．
1
‘
．
，
・
、
！
・
．
．
′
、
．
〝
、
′
．
．
．
′
、
了
、
′
・
．
；
′
、
j

（
　
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
戸
締
ま
り
を
∴
∴
）

一
　
最
近
遠
賀
町
内
で
、
ひ
ん
ぽ
ん
に
〝
空
き
媒
ね
ら
い
〟
の
被
害
が
発
生
　
へ

…
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
の
撃
で
も
必
ず
忌
ま
。
を
し
ま
し
ょ
う
。
一

‘
◆
、
．
．
－
‘
－
・
・
．
I
I
．
”
．
●
1
－
・
：
＼
1
．
．
㌧
l
＼
I
i
l
1
．
1
′
l
i
：
l
I
．
・
l
l
・
…
1
1
．
・
・
I
I
I
ご
；
・
I
l
ヽ

遠

賀

町

卓

球

大

会

の

出

場

者

募

集

「
鰐
誤
読

4
月
2
8
日
、
広
漠
小
学
校
の

一
年
生
歓
迎
遠
足
が
あ
り
、
今

年
も
「
静
光
園
」
を
訪
れ
ま
し

た。
同
校
で
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
老
人

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
感
謝
、

い
た
わ
り
の
心
を
幾
い
た
い
」

と
昭
和
五
十
五
年
か
ら
始
め
て

今
年
で
三
四
日
。
静
光
園
の
入

園
者
達
も
一
年
に
一
腹
の
こ
の

円
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
、

歌
や
踊
り
の
交
換
会
を
し
た
り

食
部
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今

年

も

釆

ま

し

た

よ

L

I
広
波
小
学
校
児
童
が
「
散
光
園
」
を
訪
問
1

せ
い
こ
う
え
ん
で
の
こ
と

三
年
　
や
の
　
み
さ
き

「
わ
あ
ー
、
や
っ
と
せ
い
こ
う
え
ん

に
つ
い
た
ぞ
－
。
」

と
）
］
い
な
か
ら
、
わ
た
し
は
、
少
し

と
び
は
ね
回
っ
て
い
ま
し
た
。

お
べ
ん
と
う
を
食
べ
た
あ
と
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
、
お
と
り
を

見
た
り
し
ま
し
た
。
一
年
生
は
、
「
ス

イ
カ
の
名
高
竺
地
」
　
と
　
「
し
あ
わ
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
一
間
を
歌
い
ま

し
た
。
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
が
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
作
っ
て
き
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
あ
げ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
「
お

じ
い
さ
ん
や
お
は
あ
き
ん
は
、
よ
ろ
こ

ん
で
く
れ
る
か
な
あ
・
…
・
。
，
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、
紙
し
は
い
を
う
け
と

る
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
の
で
う
れ
し

く
思
い
、
ま
た
来
年
も
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
作
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
、
ま
た
来
年
も
き
ま
す
か
ら
ね

・
。
さ
よ
う
な
ら
・
。
」

と
言
っ
て
手
を
ふ
り
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
、
わ

た
し
た
ち
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

ふ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
も
み
ん
な
で
え
ん
そ
く
に
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
ず
一
ノ

と
元
気
で
い
て
、
ま
た
来
年
も
ま
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

▽
主
　
他
　
町
体
育
協
会

▽
主
　
管
　
町
卓
球
協
会

▽
期
　
劇
　
昭
和
5
8
華
6
月
2
6
日
（
日
）

∇
時
　
間
　
9
時
～

▽
会
　
場
∴
喰
波
小
学
校
体
育
館

▽
試
合
方
式

o
シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
女
・
マ
マ
さ
ん
・
初
心
諸

小
学
生
A
（
5
・
6
年
男
子
）
・

同
B
　
（
6
年
女
子
）
・
同
C
（
5

年
女
子
・
男
子
1
年
生
ま
で
）

。
ダ
ブ
ル
ス
　
男
・
女

▽
参
加
料
（
中
学
焦
以
上
）

シ
ン
グ
ル
ス
　
二
日
目

ダ
ブ
ル
ス
　
一
組
二
百
円

▽
申
込
期
限
　
6
月
1
8
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

福
岡
県
保
母
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
8
年
8
月
3
日
（
水
）

－
5
日
（
金
）
　
三
月
間

∇
強
酸
場
　
呑
聞
女
子
鶏
肋
大
字

（
縮
刷
市
塙
匪
賊
チ
）

▽
受
付
期
間
　
6
月
2
0
日
～
2
7
日

申
込
用
紙
の
請
求
及
び
詳
細
に
つ
い
て

は
、
役
場
福
祉
課
へ
ど
う
ぞ
。

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日
　
間
和
5
8
年
8
月
1
日
－
′
日
、

▽
試
験
場
　
北
九
州
及
び
福
間
吊

∇
受
付
妙
所
と
期
間

o
北
九
州
吊
消
防
局

6
月
2
7
日
・
2
8
日

∵
鮎
朝
寝
消
防
防
災
課

6
月
2
9
日
・
0
0
〓

試
験
に
伴
う
薄
榊
講
習
会
が
1
月
中

旬
に
川
川
向
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
つ
い
て
は
、
違
買
溝
消
防
木

部
予
防
課
∴
禽
〓
2
9
3
、
1
2
3
1

へ
と
う
そ
。
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「
　
I
I
言
上

ま

　

い

　

　

　

－

”

　

　

　

　

　

　

　

　

　

人

　

ら

舞
　
兄
　
の
　
渕

今
古
賀
が
陸
地
に
な
っ
た
の
は
、
元
和
八
年
と
い
わ

れ
、
今
か
ら
三
百
六
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
だ
ん

だ
ん
と
人
が
住
む
よ
う
に
な
り
、
今
古
賀
に
お
宮
を
遣

る
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
立
屋
敷
の
八
剣
神
社
の
分
神
を
相
談
し
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
話
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
大
分
縫
っ
て
か
ら
、
ま
た
立
屋
敷
に
相
談

に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
毎
月
I
＼
の
月
参
り
を
す

る
た
め
に
、
改
原
の
道
を
廻
っ
て
行
か
ね
は
な
ら
ぬ
苦

労
か
ら
逃
か
れ
よ
う
と
す
る
た
め
で
し
た
。

で
も
な
か
な
か
話
合
い
は
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し

た。

そ
の
う
ち
に
若
い
人
た
ち
は
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

ず
、
あ
る
夜
、
二
・
三
人
し
て
、
ご
神
体
を
盗
む
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

（
版
画
　
片
山
正
居
）

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
急
い
だ
の
で
急
に
騒
が
し
く
な
っ
て
、
村
人
に
気
づ
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

追
手
は
逃
げ
る
方
よ
り
足
が
早
く
、
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
も

う
顔
が
見
え
る
よ
う
に
接
近
し
て
来
た
の
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ご
神
体
を
足

元
の
河
に
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
寸
．
屋
敷
と
の
話
合
い
も
つ
き
、
八
剣
神
社
を
分
細
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
困
っ
た
こ
と
に
、
同
時
か
河
に
捨
て
た
ご
神
体
を
さ
か
さ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

蔦
の
椴
や
草
の
間
を
く
ま
な
く
探
し
ま
し
た
が
、
こ
神
体
は
ど
こ
に
も
見
付
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
一
策
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
川
に
捨
て
た

神
様
の
怒
り
を
鋏
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

笛
や
太
鼓
を
持
ち
出
し
て
、
舞
い
の
冊
を
に
ぎ
や
か

に
葵
で
、
岸
で
は
美
し
い
柩
女
さ
ん
の
姥
が
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
は
じ
め
た
こ
の
音
楽
や
舞
い
は
、
塵
を
す
ぎ

夕
焼
け
が
美
し
く
川
面
を
染
め
る
頃
ま
で
続
き
ま
し

た
。
そ
し
て
さ
し
も
の
こ
神
体
も
、
夕
雲
の
映
っ
た
水

面
に
う
か
び
出
し
て
き
ま
し
た
。

人
々
は
蕃
ん
で
、
そ
の
ご
柵
体
を
大
切
に
今
古
賀
の

氏
抑
さ
ま
と
し
て
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
川
を
人
々
は
「
舞
兄
の
渕
」
と
呼
ん
で
、
今
で

は
田
圃
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
央
公
民
館
の
北
あ
た
り

夜
の
更
け
る
の
を
待
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
稜
原
の
道
を
通
り
、
河
を
渡
り
、
立
屋
敷

の
お
宮
に
ゆ
き
、
ご
神
体
を
抱
い
て
、
ま
た
元
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

に
「
細
見
」
と
い
う
小
名
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

（
間
谷
　
高
）
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OI濃蘭瑞穂灘鋤◇

芙蓉（出生津769番地の3）

佐藤　弘信くん

（麗澤等さんの長男）
昭和57年6月25日生

僕の誕生日は、ジュリーの誕

生日と一緒だというのか母さん
の自慢なんだけど、僕はお化粧

なんてしないんだよ。僕は素顔
で勝負するんだ。ハイ．／ポーズ。
みなさんよろしくみ。

の ＾ �1 人 彊 i �摘 まに 講 

一

高町（虫生活749番地の30）

和田ますみちゃん

（雷実字さんの長女）
胴和57年6月17日生

ハーィ、天然パーマのますみ

ちゃんです。もうすぐ1歳。今

あんよの練習中。小柄の私です
が、いたずらっ子でお転接。4

寂上のお兄ちゃんとお布団の上
であばれるのか大好きな私。

備
㈱
腿
衝
圃
山
笠
の
縛
暗
影

妊
旧
編
狸
談

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

一
歳
六
カ
月
児
検
診

◎
期
　
日
　
6
月
お
目
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
詩
参
品

▽
料
　
金

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

一
歳
六
カ
月
～
一
歳
八
カ

月
児
（
昭
和
5
6
年
1
0
月
－

1
2
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
稿
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
鳥
取
刊
徳
尾
孝
明
出
5
5

0
番
1
、
5
4
8
番
、
字
岩
ケ
谷
5

4
7
番
1
、
5
－
6
番
、
字
耕
財
天

5
4
3
番
1

▽
名
　
称
∴
鳥
取
市
街
尾
地
区
挑
地

∇
屈
出
先
　
鳥
取
土
木
出
張
所
用
地
課

の

0

8

5

7

（

2

6

）

7

6

5

7

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
6
月
0
0
日

◎
所
在
地
　
兵
雌
県
多
可
耶
中
印
譜
岸

芋
垣
内
4
2
6
蕃
地

▽
屈
出
先
　
申
町
役
場
同
和
対
筑
窒

㊥

0

1

9

5

3

（

3

）

2

3

8

0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
7
月
1
5
日

住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
果
通
知

5
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
で
、
6

月
2
0
日
ま
で
に
通
知
の
な
い
人
は
異
常

あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
の
あ
る
人
だ
け
通

知
し
ま
す
。

も
れ
者
検
診

▽
対
象
者
　
5
月
に
的
匪
巡
回
で
実
施

し
た
時
に
受
け
て
い
な
い

人

∇
期
　
日
　
6
月
2
5
日
（
土
）

▽
時
　
間
　
9
時
3
0
分
－
1
1
時
0
0
分

1
3
時
5
0
分
－
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
持
参
品
　
役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

ま
た
は
受
診
禁

裏
精
密
者
検
診

∇
期
　
日
　
6
月
2
5
日
（
土
）

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
時
　
圃
　
9
時
0
0
分
～
日
時

∇
詩
参
品
　
役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

澄
隅
岬
＝
葛
は
葛
膳
所
∴
　
重
F
r

⑥
所
在
地
　
愛
知
県
常
滑
和
大
野
町
9

丁
目
1
5
1
窓
地

▽
名
∴
称
　
大
野
築
地

▽
届
出
先
　
大
野
和
英
同
基
地
委
員
会

蟹

0

5

6

9

4

（

2

）

0

2

3

4

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
9
月
5
0
日
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乳
児
相
“
談

∇
対
象
者

∇
持
参
品

▽
内
∴
蓉

▽
料
　
金

生
後
3
－
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

取
鳳
掴
圃
闇
登

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

「
接
種
回
数
は
必
ず
守
る

6
月
2
0
日
（
月
）

9
時
3
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い

ま
す

乳
児
相
談
は
0
カ
月
か
ら
相
加

受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
了

の
た
め
、
今
回
か
ら
焦
後
3
万
日

後
を
対
象
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

㊦
⑮
⑳
㊥
㊥
⑪
㊧

日
　
本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間
　
5
月
1
6
日
～
6
月
3
0
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
各
医
院

▽
時
　
間
　
各
塚
院
の
診
慰
時
間
内

▽
対
象
者
一
二
歳
以
上
の
人

▽
料
　
金
一
回
に
つ
き
七
百
十
円

▽
接
謹
方
法
∴
昨
毎
受
け
た
人
は
一
回

受
け
て
い
な
い
人
は
二
回
（
一
～
一
一

週
間
の
間
隔
を
お
く
こ
と
）

▽
持
参
品
　
印
鑑

∇
注
　
慈
∴
接
種
日
の
朝
の
体
温
を
測

っ
て
お
く
こ
と

▽
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び

町
県
民
税
が
均
当
剖
類
以
下
の
世
辞

の
人
で
接
種
希
望
者
は
、
役
場
に
印

鑑
を
持
参
し
無
料
用
の
問
診
票
を
受

領
の
う
え
、
接
穂
を
受
け
て
く
だ
さ

訂

正

と

お

わ

び

5
月
2
5
円
号
の
十
四
ペ
ー
ジ
で
日
本

脳
炎
接
郊
料
金
〝
百
十
円
U
は
〝
七
五

十
円
〟
の
誤
り
で
す
。
打
正
し
て
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
目
せ
き
、
破
傷
風
）

∇
援
種
目
　
6
月
5
0
□
（
木
）

∇
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
m
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

詳
細
に
つ
い
て
は
、
5
月
2
5
日
号
十

四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
予
脇
接
種
を
同
時
に
行
う
の
か
三
部

混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
ど
ん
な

病
気
な
の
か
頭
に
入
れ
て
お
さ
ま
し
ょ

＿
フ
○

●
百
日
せ
き

百
出
せ
き
園
に
よ
っ
て
起
こ
る
伝
染

病
で
す
。
患
者
や
保
閑
者
の
せ
き
や
く

し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
ま
す
。

か
か
り
始
め
は
普
通
の
か
ぜ
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
せ
き
が
次
第
に

ひ
ど
く
な
り
、
忠
を
吸
う
こ
と
も
幽
艶

に
な
り
ま
す
。
高
敗
は
出
ま
せ
ん
が
、

食
欲
が
お
と
ろ
え
た
り
し
ま
す
。

●
ジ
フ
テ
リ
ア

ジ
フ
テ
リ
ア
尚
に
よ
っ
て
起
こ
る
伝

染
病
で
す
。
患
者
や
保
菌
者
の
せ
き
、

く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
た
り
、
ハ
ン
カ

チ
や
食
樵
に
つ
い
た
ジ
フ
テ
リ
ア
因
が

の
ど
や
臼
の
粘
膜
、
傷
口
か
ら
伎
大
し

て
起
こ
り
ま
す
。

病
気
に
か
か
る
と
発
熱
し
、
鮎
膜
に

灰
色
か
か
っ
た
膜
の
よ
う
な
も
の
が
で

き
ま
す
。

●
破
傷
風

破
傷
風
は
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
か
か
る
と
命
に
か
か
わ
る
危
険
性

の
商
い
病
気
で
す
。
土
の
中
に
い
る
破

傷
風
掬
が
、
体
の
傷
口
か
ら
入
っ
て
起

こ
り
ま
す
。

三
種
混
合
ワ
ク
チ
／
は
、
生
後
三
か

月
か
ら
四
十
八
か
月
の
間
に
接
稲
を
受

け
ま
す
。
個
別
接
種
に
お
い
て
は
三
か

月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
、
集
間
接
証
の
場
合
は
通
常
二
十
四

か
月
以
降
に
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

接
種
回
数
は
一
期
三
回
、
二
期
一
向
の

合
計
四
回
。
接
謡
の
日
時
な
ど
は
広
報

。
保
健
衛
生
の
ペ
ー
ジ
〟
を
参
照
。

接
種
を
受
け
る
と
き
注
意
し
た
い
の

か
、
接
藤
岡
数
を
必
ず
寧
ろ
と
い
う
こ

と
で
す
。
間
軸
と
の
間
隔
が
あ
き
す
ぎ

た
か
ら
と
い
っ
て
途
中
で
止
め
な
い
で

く
だ
き
い
。

三
郎
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

後
、
免
疫
の
低
下
を
防
く
慈
味
か
ら
、

－
二
誠
（
小
学
校
」
ハ
年
生
）
　
で
ジ
フ
テ

リ
ア
ワ
ク
チ
ン
を
一
同
楼
翻
し
ま
す
。

三
郎
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に
つ

い
て
は
、
胴
和
5
6
年
秋
以
降
改
良
ワ
ク

チ
ン
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
発
熱
は
非
膚
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
注
射
後
一
週
間
く
ら
い
ま

で
に
、
し
こ
り
が
で
き
た
り
、
赤
く
な

っ
た
り
す
ろ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ

ま
り
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

亀
甲
－
暮
　
　
○
○
m
m
 
h
▼

－
　
写
真
は
5
月
椎
田
の
三
種
混
合
予
防
疲
櫨
　
－
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6月5日～

7月15日

川
は
豊
浦
の
オ
ア
シ
ス

河
川
浄
化
運
動
実
施
中

わ
た
し
た
ち
は
遠
い
昔
か
ら
、
河
川

の
限
り
な
い
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
暮
ら

し
を
立
て
て
き
ま
し
た
。

の
ど
の
渇
き
を
い
や
し
、
魚
を
食
べ

か
ん
が
い
用
水
と
し
て
使
い
、
交
通
・

運
搬
の
手
段
に
役
立
て
、
産
業
に
利
用

し
…
・
い
つ
の
時
代
に
も
、
わ
た
し
た

ち
は
河
川
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て

生
活
し
て
さ
ま
し
た
。
河
川
は
、
わ
た

し
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な

い
寅
重
な
自
然
環
境
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
都
市
化
の
波
と

と
も
に
、
河
川
を
と
り
ま
く
環
塊
も
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
川
汚

れ
て
魚
す
ま
ず
」
1
排
水
や
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
な
ど
で
河
川
が
汚
染
さ
れ
、

魚
が
い
な
く
な
る
　
ー
　
こ
う
し
て
、
わ

た
し
た
ち
の
”
生
活
の
川
〃
が
失
わ
れ

て
い
く
の
で
す
。

河
川
の
汚
れ
は
、
ひ
い
て
は
、
わ
た

し
た
ち
白
身
の
生
活
を
も
汚
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

″
年
酒
の
オ
ア
シ
ス
〟
　
で
あ
る
河
川

i
－
手
足
を
ひ
た
し
、
野
尊
を
つ
み
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
域
で
も
あ
る
河

川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち

の
手
で
守
り
ぬ
き
た
い
も
の
で
す
。

子
宮
ガ
　
ン
の
話
㈲

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

子
宮
ガ
ン
で
は
第
一
期
ガ
ン
が
一
番

初
期
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
一
期

ガ
ン
の
前
に
0
期
ガ
ン
が
あ
り
、
ガ
ン

を
治
療
す
る
の
に
は
一
番
好
都
合
の
時

期
で
あ
る
こ
と
を
知
り
心
強
く
思
い
ま

す
。
し
か
し
0
期
ガ
ン
は
病
状
は
全
く

な
く
、
肉
眼
で
は
わ
か
ら
な
い
と
い
わ

れ
て
ま
す
か
ら
、
発
見
す
る
の
は
む
ず

か
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

ど
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

私
が
こ
の
憩
上
で
度
々
強
調
し
て
き

ま
し
た
細
胞
診
と
予
審
拡
大
鏡
検
査
を

用
い
る
と
簡
単
で
す
。
実
際
は
こ
の
二

つ
の
方
法
で
な
け
れ
ば
0
潮
力
ン
は
発

見
出
来
ま
せ
ん
。
見
方
を
か
え
ま
す
と

こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
初
め
て
0
期

ガ
ン
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
も

一
言
え
ま
す
。

子
宮
ガ
ン
の
治
療
に
つ
い
て
お
結
し

て
く
だ
さ
い
。

以
前
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
子
宮

ガ
ン
の
第
一
期
、
第
二
期
は
手
術
が
出

来
ま
す
が
、
第
三
期
と
第
四
期
は
手
お

く
れ
ガ
ン
で
手
術
が
出
来
な
い
の
で
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
コ
バ
ル
ト
の
照
射
澱
法
を

行
い
ま
す
。
手
術
に
際
し
て
は
、
子
宮

だ
け
取
り
隙
い
て
も
再
発
す
る
の
で
、

子
宮
卵
巣
、
卵
管
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲

の
組
織
、
リ
ン
パ
腺
、
脛
の
上
三
分
の

一
を
含
め
て
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
へ
そ
の
下
の
下
腹
部
は

檀
陽
、
膀
胱
、
尿
管
を
残
し
て
全
都
取

り
除
き
、
全
く
空
洞
と
な
り
ま
す
。
こ

の
時
直
腸
、
膀
胱
へ
の
神
経
血
寓
を
切

断
し
ま
す
の
で
、
術
後
は
頑
固
な
便
秘

残
尿
に
悩
ま
さ
れ
、
性
機
能
は
全
く
失

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
階
常
々
の
こ
し

て
も
八
〇
％
く
ら
い
の
治
憩
率
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

子
宮
ガ
ン
は
治
り
に
く
い
病
気
で
す

ね
。
で
は
0
舶
ガ
ン
の
治
療
法
は
ど
ん

な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

0
期
ガ
ン
で
は
ガ
ン
変
化
が
鼓
周
だ

け
に
限
局
し
、
ガ
ン
細
胞
の
数
も
少
な

い
し
、
駆
朗
も
狭
い
の
で
手
術
も
頼
る

簡
単
で
す
。

図
の
よ
う
に
円
錐
状
に
子
母
口
を
切

り
取
れ
ば
い
い
の
で
す
。

（蛾、鶴

。
手
術
が
鶴
雄
で
習
揃
が
少
な
い
。

o
治
麒
率
は
一
〇
〇
％
に
近
い
。

。
性
機
能
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
分
娩
も

出
来
る
。

。
入
院
日
数
、
治
媒
質
も
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
種
少
な
い
。

ど
の
病
気
で
も
早
期
発
見
、
早
期
冷

淡
が
部
ま
し
い
の
で
す
が
、
手
向
か
ン

の
治
頼
効
果
に
お
い
て
こ
ん
な
決
定
的

な
栄
典
が
現
れ
る
と
ぎ
う
こ
と
を
挑
者

の
皆
さ
ん
に
敬
く
訴
え
た
い
の
で
す
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
館
含

関
係
（
し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
龍
可
業
者
）

（
有
）
岡
垣
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

職
種
と
募
集
人
員
∴
男
子
揮
発
貝
二
名

▽
資
　
格
　
2
5
城
－
4
5
誠
ま
で

▽
勤
務
時
間
　
8
時
～
1
7
時

▽
給
∴
料
　
1
五
万
以
上

▽
そ
の
他
　
賞
与
年
二
回
、
各
保
険
有

面
接
毎
日
（
日
祭
日
は
除
く
）
1
5
時

5
0
分
－
1
6
時
5
0
分
。
履
歴
誹
持
参
の

上
面
談
。
詳
細
は
、
岡
垣
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
　
蟹
（
2
8
2
）
5
5
3

0
へ
ど
う
ぞ
。

I

I

I

I

I

i

I

i

1

－

▲

▼

▲

▼

▲

▼

I

i

i

i

一

・

・

・

・

・

〝
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
〝

参

加

者

募

集

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
（
対
象
は
一
年

末
潤
の
赤
ち
ゃ
ん
）
を
広
報
に
掲
載
し

ま
す
の
て
こ
希
望
の
方
は
申
込
み
く
だ

さい。ハ
ガ
辛
に
、
①
住
所
、
②
父
母
の
氏

名
、
③
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
、
④
生
館
月

日
、
⑤
砥
栃
荻
号
を
記
入
し
、
連
鎖
町

役
場
庶
務
謀
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」

宛
お
出
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
今
1
月
か
ら
9
月
ま
で
の
六
回

分
、
十
二
名
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
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6月下期の遠賀町主要行事

日 �昭i行　事　内　容 ��時　坤実施会坤担当課名 ���目的及び主な対象等I詳細 

6月30日 まで ��日本脳炎予防接中各輔の純 ��醐∴上尾駄 ��3歳以上の雑考　上0ページ 

車 ��寿　　　　大　　　　学 � �中央公輔車会教翻 ��韓大学生　　I 

十 ��読　書∴∴講　座巨00ー12：00 ��中央公民館＿車会郷国撥斌引 ilO：00－12：00 �中央公醐上会醐 ��i i家産教育学級生 � 

18 �土I卓球大会出場申込み捕虜旧　　i祉鋪課車は6詫言十三 

20旧し　児　相　中30－10車醐車…車後3－6カ月児　十0ページ 

2年 �� �9：00－15：画 �� �撒室生　i 

22 �水 � � �車公可社会獅課 ��老人大地　】 

23 （ 29 �∴∴∴∴∴ ��8：30－17：00厚生引住民課 ��� �10ページ 

23 �木 � �13‥00－16：0年館鵬i福高二 ���∴∴∴「∴∴i 
1薗6カ月児検車：10－14：00 ��中言下剛 ��1歳6カ月－1誠8力朋19ページ 

24 �金 �家庭教育学級中10：00－12‥00 �� � � �i 

25 �上 �鮨核レントゲン検車；謹；認 ��公醐生民‾言 �� �9ページ 野外活動灘習会組込み細∴∴中潮 ����講常会は7月3掴）トーン 

網田丁氏体育大会水泳競技i乱をみ締切。i社会教融車は7掴（ri）I 

26 �日　参諭院議員選挙投票日　　　　　十二； 

26 �日 � � �鵜学中［会放論課i ��rll込細く瑚18日7ページ 

27 �月 �∴一一一日・・∴∴∴一 ����繍委rl　I 

28 � � �9：00－15：0年公脚i紀綱課 ���和裁敦室生　l 

9：30 �一言∴∴「 ��一一一∴‾、 

29 �水 � � �中央公民年会綱車大判∴∴i 

、　　　－ ��三種混「合予防接中00十4：00 ��中央公民申… ��醸4－48カ月兄　上0ページ 

70歳になったら健康手帳（医療受給考証）の申請を
福祉課にしましょう。（保険証、印鑑を持参）


